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合併から６年が過ぎた本市は、「協働」と「エコミュージアム」
のまちを基本に、市民の誰もが住んでよかったと思える「快
適空間」を目指して、まちづくりを進めてきました。

一方、３月 11日に東日本大震災が発生。市内の多くの建
物が倒壊や損壊等の被害を受け、上下水道のライフライ
ンや道路、学校施設などにも大きな被害がありました。

―
 

平
成
平
成
2323
年
度
の
基
本
方
針
と
復
興
施
策
、当
初
予
算

年
度
の
基
本
方
針
と
復
興
施
策
、当
初
予
算――

震
災
発
生
後
、
市
で
は
「
常
陸
太

田
市
東
日
本
大
震
災
被
害
対
策
支
援

制
度
」
や
「
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
者

へ
の
家
賃
等
助
成
」
な
ど
に
よ
り
、

住
宅
に
関
す
る
支
援
を
実
施
。
そ
の

他
、
保
育
園
保
育
料
・
水
道
料
金
の

減
免
や
、
臨
時
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
様
々
な
被
災

者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
日
常
は
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
ま
ち
の
完
全
復
旧
ま
で
に

は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
を
要
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
と
と

も
に
、
急
務
と
な
っ
た
復
興
に
向
け

て
の
施
策
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
一
日
も
早
く
、

安
全
で
安
心
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

市
で
は
、
ま
ち
の
災
害
復
旧
・
復
興

を
最
優
先
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
駅
周
辺
整
備
、

上
・
下
水
道
、
学
校
、
道
路
、
情
報

通
信
基
盤
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
少

子
化
人
口
減
少
対
策
、
交
流
人
口
の

拡
大
、
働
く
場
の
確
保
な
ど
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
口
の
減
少
に
は
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
本
年
５
月
１
日
現

在
の
人
口
は
５
万
５
７
４
２
人
で
、

合
併
当
時
よ
り
４
８
０
５
人
、
年
間

７
０
０
人
以
上
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
に
よ
り
、
地
域
の
活
力

を
失
う
と
い
っ
た
深
刻
な
事
態
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
を

精
査
・
検
証
し
新
た
な
取
り
組
み
を

進
め
る
な
ど
、
平
成
23
年
度
に
つ
い

て
も
少
子
化
と
人
口
減
少
の
抑
制
に

一
層
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
の

元
気
づ
く
り
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

特　集 

少
子
化
・
人

少
子
化
・
人
口
減
少
の
抑
制
が

減
少
の
抑
制
が
課
題
課
題 

急
務
急
務
と
な
っ
た
復
興
に
向
け
た
施
策

と
な
っ
た
復
興
に
向
け
た
施
策  

政
が
共
に
ま
ち
を
考
え
、行
動
し
、創
っ
て
い
く
、

政
が
共
に
ま
ち
を
考
え
、行
動
し
、創
っ
て
い
く
、

政
が
共
に
ま
ち
を
考
え
、行
動
し
、創
っ
て
い
く
、

政
が
共
に
ま
ち
を
考
え
、行
動
し
、創
っ
て
い
く
、

く
り

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
政
が
共
に
ま
ち
を
考
え
、行
動
し
、創
っ
て
い
く
、

共
に
ま
ち
を
考
え
、行
動
し
、創
っ
て
い
く
、



3

少
子
化
・
人
口
減
少
へ
の
対

策
は
、
本
市
の
最
重
要
課

題
で
す
。結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー「
Ｙ

Ｏ
Ｕ
愛
ネ
ッ
ト
」
を
中
心
に
、
結

婚
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
定
住
化
の
促
進
と
し
て

新
婚
家
庭
家
賃
助
成
に
加
え
、
市

内
に
住
宅
を
取
得
す
る
子
育
て
世

帯
等
に
、
家
屋
に
か
か
る
固
定
資

産
税
の
１
／
２
相
当
分
を
助
成
す

る
定
住
促
進
助
成
金
の
交
付
を
実

施
し
ま
す
。 輝輝

く
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す

主
要
な
施
策
を
、
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
３
つ
の
基
本
方
向
「
輝
く
人
を
つ
く
る
」「
安
ら
ぎ
の
あ
る
快
適
環
境
を
つ
く
る
」「
ま
ち

の
元
気
を
つ
く
る
」
に
基
づ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
震
災
か
ら
の
復
興
施
策
に
つ
い
て
も
併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
常
陸
太
田
市
の
基
本
方
針 

・ 

復
興
施
策

● 

小
学
校
・
中
学
校
の
校
舎
や
体

育
館
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
園

舎
の
補
修
に
つ
い
て
、
安
心
し

て
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
復
旧

に
努
め
ま
す
。

　

 

ま
た
、
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
や

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル

な
ど
の
文
化
施
設
に
つ
い
て
も
、

早
期
利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う

復
旧
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
広

場
な
ど
の
充
実
に
加
え
、保
育
園
・

幼
稚
園
の
第
３
子
以
降
児
の
保
育

料
無
料
化
、
乳
児
の
お
む
つ
購
入

費
助
成
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を
引
き
続
き
実
施
。
子
育

て
家
庭
応
援
情
報
誌
「
や
ま
ぶ
き

キ
ッ
ズ
」
の
平
成
23
年
度
版
を
発

行
し
て
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

教
育
面
で
は
、
理
科
支
援
員

の
小
学
校
全
校
配
置
や
教

員
の
理
科
指
導
力
に
関
す
る
研
修

会
を
開
催
し
、
理
科
教
育
の
充
実

を
図
る
「
未
来
を
拓
く
常
陸
太

田
っ
子
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
今
後
も
児
童
・
生
徒
数

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
学

校
の
適
正
な
規
模
を
確
保
し
、
教

育
環
境
の
質
的
充
実
を
図
る
た
め
、

学
校
の
統
合
を
進
め
ま
す
。

小
・
中
学
13
校
の
屋
内
運
動
場

お
よ
び
幸
久
幼
稚
園
園
舎
の
耐
震

診
断
や
、
機
初
小
・
誉
田
小
校
舎

耐
震
化
工
事
な
ど
も
行
い
ま
す
。

市
の
イ
メ
ー
ジ
の
発
信
、
郷

土
愛
の
高
揚
、
市
民
の
さ

ら
な
る
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
た

め
、
市
民
が
親
し
み
を
持
っ
て
永

く
愛
唱
で
き
る
市
の
歌
を
制
定
し

ま
す
。

図
書
館
で
は
、 

開
館
時
間
延
長

日
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
日
立

市
・
高
萩
市
・
北
茨
城
市
及
び
福

島
県
い
わ
き
市
と
の
広
域
相
互
利

復
興
施
策

用
を
開
始
し
ま
す
。

日
常
的
な
運
動
で
市
民
が
健
康

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
健

康
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に

取
り
組
み
、
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
の
招
致
な

ど
、
市
の
元
気
力
の
創
造
に
努
め

ま
す
。

H
um

an
developm

ent  shin
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高
齢
者
数
が
多
い
本
市
で
は
、

高
齢
福
祉
の
充
実
も
重
要

で
す
。
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
体
制
の
構
築
、
所
得
制
限

を
撤
廃
し
て
緊
急
通
報
装
置
を
無

償
貸
与
、
宅
配
買
物
代
行
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
市
民
提
案
型
ま

ち
づ
く
り
事
業
を
起
点
と
し
て
、

市
民
活
動
保
険
や
備
品
貸
し
出
し
、

町
会
活
動
支
援
交
付
金
の
交
付
な

ど
を
行
い
ま
す
。

保
健
・
介
護
予
防
に
つ
い
て

は
、
特
定
健
康
診
査
や
各

種
の
が
ん
検
診
を
推
進
し
、
身
近

な
地
域
で
「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体

操
」
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
健

康
診
査
を
受
診
す
る
後
期
高
齢
者

に
対
し
て
は
受
診
費
用
の
一
部
を

助
成
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
等
の
予
防

接
種
を
促
進
し
ま
す
。

交
通
面
で
は
、
路
線
バ
ス
の

運
行
維
持
や
市
民
バ
ス
・

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
利
用
者
の
利
便

性
に
配
慮
し
た
運
行
ダ
イ
ヤ
の
構

築
や
利
用
促
進
を
図
り
、
通
学
距

離
の
長
い
高
校
生
の
バ
ス
通
学
者

に
対
し
て
、
定
期
券
購
入
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
き
ま
す
。

道
路
で
は
、
幹
線
道
路
で
あ
る

国
道
２
９
３
号
バ
イ
パ
ス
、
国
道

４
６
１
号
水
府
里
美
間
拡
幅
お
よ

び
木
崎
稲
木
線
ト
ン
ネ
ル
の
供
用

● 

損
壊
し
た
道
路
や
橋
り
ょ
う
、

公
営
住
宅
施
設
、
指
定
文
化
財
、

観
光
施
設
、
簡
易
水
道
や
下
水

道
、
農
林
業
の
用
排
水
設
備
な

ど
の
補
修
に
つ
い
て
、
復
旧
に

努
め
ま
す
。

● 

大
谷
石
や
瓦
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
、
臨
時
の
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
集
め
ら
れ
た

廃
棄
物
に
つ
い
て
、
適
切
な
処

理
に
努
め
ま
す
。

● 

冷
房
の
調
整
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
の

強
化
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
電

力
使
用
量
削
減
に
取
り
組
み
、

削
減
し
た
経
費
を
復
興
費
に
充

て
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
や
事
業

所
な
ど
に
節
電
の
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。

安安
ら
ぎ
の
あ
る
快
適
環
境
を
つ
く
り
ま
す

開
始
を
、
国
や
県
と
協
力
を
図
り

な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
、
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て

は
、
地
域
に
適
し
た
効
率
的
な
整

備
を
進
め
ま
す
。

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
収
集
・
処
分
方
法
を

根
本
か
ら
見
直
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
分
別
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を

進
め
ま
す
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
等
設

置
補
助
を
引
き
続
き
行
い
、
市
民

環
境
会
議
の
活
動
の
充
実
な
ど
、

環
境
施
策
の
積
極
的
な
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

情
報
関
連
で
は
、
携
帯
電
話
不

感
地
域
の
解
消
の
た
め
、
光
フ
ァ

イ
バ
網
を
活
用
し
た
移
動
通
信
用

基
地
局
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

防
犯
・
防
災
に
つ
い
て
は
、

自
警
団
や
交
通
安
全
活
動

団
体
へ
の
市
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

車
両
の
貸
し
出
し
や
、
町
会
を
単

位
と
す
る
自
主
防
災
会
の
全
町
会

へ
の
設
立
を
推
進
す
る
な
ど
、
地

域
防
災
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
金
砂
地
区
へ
消
防
出
張

所
を
設
置
し
、
救
急
救
命
体
制
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

C
om

fortable  environm
ent  of  peace

復
興
施
策
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農
畜
産
業
は
本
市
の
主
要
産

業
で
す
。
農
業
活
性
化
の

た
め
、
付
加
価
値
の
高
い
生
産
と

生
産
コ
ス
ト
の
削
減
に
向
け
た
農

業
づ
く
り
に
努
め
、
農
業
従
事
者

の
所
得
向
上
や
、
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど

と
連
携
し
た
農
業
生
産
の
拡
大
と

新
た
な
農
作
物
へ
の
取
組
み
、
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。

地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、

朝
市
の
開
催
や
、
地
場
産
物
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学

校
給
食
で
本
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

使
用
し
た
米
粉
パ
ン
給
食
を
拡
充

し
、 

地
元
産
米
の
消
費
拡
大
と
安

全
安
心
な
給
食
の
提
供
を
進
め
ま

す
。ま

た
、
農
業
従
事
者
の
地
域
に

お
け
る
自
己
防
衛
体
制
づ
く
り
と
、

鳥
獣
保
護
区
内
で
の
駆
除
の
実
施
、

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
周
知
と
利

用
拡
大
、
地
場
産
材
の
利
用
拡
大

と
林
業
の
振
興
を
促
進
。
口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫

や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
伝

染
病
や
感
染
症
対
策
に
努
め
る
な

ど
、
畜
産
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

働
く
場
の
確
保
も
、
ま
ち
の

元
気
を
つ
く
る
た
め
に
は

必
要
不
可
欠
で
す
。
地
域
産
業
の

活
性
化
と
雇
用
の
場
を
確
保
す
る

た
め
、
優
良
企
業
の
誘
致
と
立
地

企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
進
め

ま
す
。

本
市
の
特
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

も
積
極
的
に
進
め
る
と
同
時
に
、

本
市
産
農
産
物
の
生
産
拡
大
、
品

質
向
上
お
よ
び
販
路
拡
大
に
取
り

組
み
、
市
外
の
企
業
と
連
携
し
た

農
商
工
連
携
等
に
よ
る
新
商
品
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

観
光
の
面
に
つ
い
て
は
、
各

種
農
業
体
験
や
ワ
ー
キ
ン

グ
ホ
リ
デ
ー
を
受
け
入
れ
、
常
陸

太
田
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
市
独
自
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も

に
、
市
観
光
物
産
協
会
と
の
連
携

に
よ
り
「
お
も
て
な
し
」
な
ど
の

受
入
態
勢
を
整
備
し
ま
す
。

里
美
地
区
で
受
け
入
れ
た
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
よ
り
、
地

域
の
元
気
づ
く
り
や
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

10
月
に
は
巨
樹
・
巨
木
を
テ
ー

● 

ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い

て
は
、
経
費
を
で
き
る
限
り
最

小
限
に
し
て
内
容
を
工
夫
を
し

な
が
ら
、
ま
ち
の
元
気
が
出
る

よ
う
に
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

● 

次
の
事
業
に
つ
い
て
は
先
送
り

し
、
予
算
を
復
興
費
に
充
て
ま

す
。

　

▼ 

複
合
型
交
流
拠
点
施
設
の
基

本
設
計
や
用
地
購
入
、
造
成

工
事
等
の
ハ
ー
ド
事
業

　

▼ 

旧
金
砂
小
学
校
の
改
修
整
備

（
受
入
組
織
の
活
動
、
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
等
の

計
画
づ
く
り
は
継
続
実
施
）

　

▼
竜
神
大
吊
橋
等
塗
装
改
修

● 

原
発
事
故
の
放
射
能
問
題
に
つ

い
て
は
、
迅
速
・
的
確
な
情
報

の
収
集
お
よ
び
提
供
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
農
産
物
や
観
光
施

設
等
へ
の
風
評
被
害
対
策
も
行

い
ま
す
。

まま
ち
の
元
気
を
つ
く
り
ま
す

マ
と
す
る
第
24
回
巨
木
を
語
ろ
う

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
茨
城
・
常
陸
太

田
大
会
と
指
定
文
化
財
の
集
中
公

開
を
開
催
し
、
本
市
の
豊
か
な
自

然
と
観
光
資
源
を
全
国
へ
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
の
推

進
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
自
然
や
歴

史
・
文
化
な
ど
の
多
種
多
様
な
地

域
資
源
を
活
か
し
、
地
域
が
主
体

と
な
っ
て
活
動
す
る
市
民
協
働
に

よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

E
nergy  of  city

復
興
施
策

特 集
市民の皆さんと行政が

共にまちを考え、行動し、創っていく、市民協働のまちづくり
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平
成
23
年
度
常
陸
太
田
市
の
予
算

【
歳
入
】

　

地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
仕
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な

経
費
を
賄
う
も
の
が
収
入
で
、
そ
の
団
体
の
会
計
年
度
に

お
け
る
一
切
の
収
入
を
歳
入
と
い
い
ま
す
。

◉
自
主
財
源

 　

市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
源
の
こ

と
で
、
市
税
、
繰
入
金
、
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

▼ 

市
税
…
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で

す
。

▼ 

繰
入
金
…
基
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩
し
や
他
の
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
る
お
金
で
す
。

◉
依
存
財
源

 　

国
や
県
の
政
策
に
よ
り
、
使
途
や
金
額
が
定
め
ら
れ

る
お
金
で
す
。

▼ 

地
方
交
付
税
…
市
町
村
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
団
体
間
の
財
政
力
の
不
均
衡

を
な
く
し
、
ど
の
住
民
に
も
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
が
行

え
る
よ
う
、
国
税
（
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消

費
税
、
た
ば
こ
税
）
と
し
て
納
め
ら
れ
た
財
源
の
う

ち
一
定
割
合
の
額
を
、
地
方
公
共
団
体
に
再
配
分
す

る
も
の
で
す
。
普
通
交
付
税
と
特
別
交
付
税
が
あ
り

ま
す
。

▼ 

国
県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特
定
の
事
業
に
対
し

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
使
途
が
特
定
さ
れ

ま
す
。

▼ 

市
債
…
市
の
借
入
金
（
借
金
）
で
国
や
銀
行
な
ど
か

ら
借
り
入
れ
ま
す
。
公
共
施
設
建
設
の
よ
う
に
一
時

的
に
多
額
の
経
費
を
必
要
と
し
、
か
つ
長
期
間
に
わ

た
っ
て
利
用
で
き
る
も
の
の
財
源
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

【
目
的
別
歳
出
】

　

地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
業
を
行
政
目
的
別
に
分
類
し

た
も
の
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
比
重
や
特
色
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

民
生
費
…
生
活
保
護
や
障
害
者
、
高
齢
者
、
子
育
て

支
援
、
医
療
費
助
成
な
ど
に
要
す
る
経
費
で
す
。

▼ 

公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
た
お
金
（
市
債
）

の
元
金
・
利
子
や
一
時
借
入
金
の
利
子
を
支
払
う
た

め
の
経
費
で
す
。

▼ 

土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
公
園
な
ど
社
会
資
本
整
備

の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼ 

教
育
費
…
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
の
充
実
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費
で
す
。

▼ 

総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に
関
す
る
経
費
で

す
。

一
般
会
計
は
１
・
５
％
減
の

　

２
３
１
億
４
０
０
万
円

歳 入歳 入

自主財源自主財源

31.7％31.7％
依存財源

68.3％

目的別歳出目的別歳出

予
算
は
１
年
間
の
収
入
と
支
出
の
計
画
で
あ
り
、
市

政
が
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
か
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

効
果
が
還
元
さ
れ
る
か
を
表
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

市
の
予
算
は
大
き
く
分
け
て
「
一
般
会
計
」「
特
別
会

計
」「
企
業
会
計
」
の
3
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
財
政
の

明
確
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

市税［23.0％］市税［23.0％］
53億 1,449万 8千円53億 1,449万 8千円

繰入金［2.1％］
4億 8,700万 7千円

諸収入［2.2％］
5億 298万 5千円

使用料および手数料

［2.3％］
5億 2,285万 3千円

その他［2.1％］
地方交付税［41.2％］

95億 1,000万円 

国県支出金［14.8％］国県支出金［14.8％］
34億 873万 6千円34億 873万 6千円

市債［7.6％］市債［7.6％］
17億 4,890万円17億 4,890万円

その他その他

［4.7％］［4.7％］

民生費［25.9％］民生費［25.9％］
59億 9,226万 3千円59億 9,226万 3千円

公債費［14.8％］公債費［14.8％］
34億 1,869万 1千円34億 1,869万 1千円

土木費［12.3％］土木費［12.3％］
28億 4,421万 4千円28億 4,421万 4千円

教育費［13.0％］教育費［13.0％］
29億 9,993万 3千円29億 9,993万 3千円

総務費［12.2％］総務費［12.2％］
28億 1,528万 4千円28億 1,528万 4千円

衛生費［8.6％］衛生費［8.6％］
19億 8,130万 6千円19億 8,130万 6千円

農林水産業費［5.0％］農林水産業費［5.0％］
11億 4,861万 6千円11億 4,861万 6千円

消防費［4.1％］消防費［4.1％］
9億 3,752万 2千円9億 3,752万 2千円

商工費［2.8％］商工費［2.8％］
6億 5,036万 3千円6億 5,036万 3千円

議会費［1.2％］議会費［1.2％］
2億 8,580万 5千円2億 8,580万 5千円

その他［0.1％］その他［0.1％］

一般会計一般会計

―
 

震
災
復
興
の
た
め
の
費
用
27
億
２
７
２
１
万
円
を
補
正 ―



7

▼ 

衛
生
費
…
ご
み
処
理
、
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、
健

康
増
進
な
ど
の 

経
費
で
す
。

▼ 

農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
振
興
に
要
す
る
経
費
で
す
。

▼ 

消
防
費
…
消
防
・
防
災
の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼ 

商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た
め
の
経
費
で

す
。

▼
議
会
費
…
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費
で
す
。

【
性
質
別
歳
出
】

　

地
方
公
共
団
体
の
経
費
を
性
質
を
基
準
と
し
て
分
類
し

た
も
の
で
、
義
務
的
・
投
資
的
・
そ
の
他
の
経
費
に
区
分

さ
れ
、
財
政
の
健
全
性
や
弾
力
性
を
み
る
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
す
。

◉
義
務
的
経
費

▼
人
件
費
…
議
員
報
酬
、
職
員
給
与
な
ど
で
す
。

▼ 

扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
生
活
保

護
や
高
齢
者
、
児
童
、
障
害
者
な
ど
に
対
し
て
行
う

支
援
の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼ 
公
債
費
…
市
の
借
金
な
ど
を
償
還
す
る
た
め
の
経
費

で
す
。

◉
投
資
的
経
費

▼ 

普
通
建
設
事
業
費
…
公
共
施
設
の
新
増
設
に
伴
う
経

費
で
す
。

◉
そ
の
他
の
経
費

▼ 

物
件
費
…
賃
金
、
旅
費
、
交
際
費
、
需
用
費
な
ど
消

費
的
性
質
を
も
つ
経
費
で
す
。

▼ 

繰
出
金
…
他
の
会
計
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

▼ 

補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対
し
て
行
政

上
の
目
的
か
ら
支
払
う
経
費
で
す
。
報
償
費
（
謝
礼

等
）、
役
務
費
（
保
険
料
等
）、
負
担
金
・
補
助
金
お

よ
び
交
付
金
（
助
成
金
等
）
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

▼ 

積
立
金
…
財
政
運
営
を
計
画
的
に
行
う
た
め
積
み
立

て
る
経
費
で
す
。

平成 23年度当初予算
会計区分 平成 23年度予算額 平成 22年度予算額 増減額 増減率

一 般 会 計 231億 400万円 234億 5,100万円 ▲3億 4,700万円 ▲1.5％

特
別
会
計

国民健康保険 58億 3,444万 6千円 57億 9,180万 9千円 4,263万 7千円 0.7％
老人保健 438万 4千円 ▲438万 4千円 皆減

後期高齢者医療 5億 9,331万 2千円 5億 9,091万 8千円 239万 4千円 0.4％
介護保険 45億 5,620万 1千円 46億 1,077万 6千円 ▲5,457万 5千円 ▲1.2％
下水道事業 14億 9,294万 7千円 17億 3,587万円 ▲2億 4,292万 3千円 ▲14.0％
農業集落排水事業 3億 7,661万 4千円 8億 3,353万 3千円 ▲4億 5,691万 9千円 ▲54.8％
戸別合併処理浄化槽設置整備事業 1億 7,022万 6千円 1億 6,607万 4千円 415万 2千円 2.5％
簡易水道事業 3億 2,374万 7千円 3億 1,734万 3千円 640万 4千円 2.0％
宅地分譲事業 161万 5千円 ▲161万 5千円 皆減

小　計 133億 4,749万 3千円 140億 5,232万 2千円 ▲7億 482万 9千円 ▲5.0%

企
業
会
計

水道事業会計 収益的支出 11億 1,403万 4千円 11億 816万 9千円 586万 5千円 0.5%
資本的支出 8億 9,405万 2千円 9億 8,801万 3千円 ▲9,396万 1千円 ▲9.5%

工業用水道事業会
計

収益的支出 7,539万 6千円 8,277万 2千円 ▲737万 6千円 ▲8.9%
資本的支出 4,292万 1千円 4,235万 7千円 56万 4千円 1.3%

小　計 21億 2,640万 3千円 22億 2,131万 1千円 ▲9,490万 8千円 ▲4.3%

合　　計 385億7,789万6千円 397億2,463万3千円 ▲11億4,673万7千円 ▲2.9%

性質別歳出性質別歳出

人件費［23.0％］人件費［23.0％］
53億 1,980万 3千円53億 1,980万 3千円

扶助費［12.4％］扶助費［12.4％］
28億 5,458万 8千円28億 5,458万 8千円

公債費［14.8％］公債費［14.8％］
34億 1,867万 9千円34億 1,867万 9千円

普通建設事業費普通建設事業費

［12.9％］［12.9％］
29億 6,727万 4千円29億 6,727万 4千円

物件費［16.2％］物件費［16.2％］
37億 4,801万 8千円37億 4,801万 8千円

繰出費［10.1％］繰出費［10.1％］
23億 2,287万 6千円23億 2,287万 6千円

補助費等［7.5％］補助費等［7.5％］
17億 4,167万 1千円17億 4,167万 1千円

積立金［0.6％］積立金［0.6％］
1億 3,776万 9千円1億 3,776万 9千円

その他［2.5％］その他［2.5％］

義務的経費義務的経費

50.2％50.2％

投資的経費投資的経費

12.9％12.9％

その他その他

36.9％36.9％

名称 補正額 補正後

災害復旧費 19億 913万 1千円 19億 913万 3千円
民生費 7億 1,754万 4千円 67億 980万 7千円
土木費 5,117万円 28億 9,538万 4千円

農林水産業費 2,592万円 11億 7,453万 6千円
消防費 2,226万 4千円 9億 5,978万 6千円
衛生費 118万 7千円 19億 8,249万 3千円

合　　計 27億 2,721万 6千円 258億3,121万6千円
＊補正後の合計は補正しない費目の予算額も含む

東日本大震災による復興対策のため、専決処分

により補正予算を計上しました。

平成 23年度一般会計補正予算

【主な事業】東日本大震災被害対策費（支援金・見舞金）、

道路橋りょう災害復旧事業、小・中・幼施設災害復旧事業、

被災地ごみ処理事業、農業災害復旧事業など

特 集
市民の皆さんと行政が

共にまちを考え、行動し、創っていく、市民協働のまちづくり
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３．11 その時―　1　

地域を救う

40
分
後
に
避
難
所
を
開
設

3
月
11
日
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
東

染
町
の
東
染
林
業
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
が
開

設
さ
れ
た
の
は
、
午
後
2
時
46
分
に
大
き
な

地
震
が
起
こ
っ
て
か
ら
約
40
分
後
の
こ
と
で

し
た
。

町
会
役
員
が
東
染
林
業
セ
ン
タ
ー
に
集
結

し
た
後
、
町
内
５
地
区
の
班
長
が
各
班
ご
と

に
住
民
の
安
否
、
被
災
状
況
の
確
認
に
直
行
。

住
宅
の
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
方
や
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
な
ど
、
班
長
の
誘
導
に
よ
り
27

人
が
避
難
し
ま
し
た
。

避
難
所
で
は
各
自
が
自
宅
に
あ
る
食
材
や

毛
布
を
持
ち
寄
っ
て
一
晩
を
過
ご
し
、
翌
日

か
ら
炊
き
出
し
を
行
い
、
独
居
の
老
人
の
方

な
ど
に
お
に
ぎ
り
を
届
け
ま
し
た
。

「
自
主
防
災
会
の
発
足
後
、
初
め
て
の
避

難
。
避
難
所
に
保
管
し
て
い
た
発
電
機
、
懐

中
電
灯
な
ど
の
資
機
材
も
今
回
初
め
て
使
い

ま
し
た
。
ま
だ
余
震
が
何
度
も
続
い
て
い
た

た
め
、
み
ん
な
で
集
ま
り
、
助
け
合
い
励
ま

し
合
う
こ
と
で
、
不
安
の
解
消
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
栗
原
茂
町
会
長
は
話
し

ま
す
。

各
種
台
帳
を
完
備

東
染
町
で
は
１
年
間
を
か
け
て
防
災
計

画
・
避
難
計
画
書
を
整
備
し
、
昨
年
の
平
成

22
年
の
２
月
に
自
主
防
災
会
を
発
足
。
市
の

補
助
を
受
け
て
資
機
材
も
整
備
し
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
防
災
マ
ッ
プ
を
作
製
し
た
他
、

が
け
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る
な
ど
の
住
宅
を
調

査
し
た
「
警
戒
住
居
等
カ
ー
ド
」、
本
人
や

家
族
の
同
意
を
得
て
作
ら
れ
た
「
要
援
護
者

情
報
カ
ー
ド
」、
栄
養
士
や
看
護
師
、
元
消

防
団
・
警
察
官
、
大
型
免
許
所
持
者
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
「
資
格
・
技
能
等
人
材
カ
ー
ド
」、

避
難
所
へ
の
「
班
別
避
難
経
路
図
」
を
配
備

し
て
い
る
の
が
特
徴
。

「
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
が
あ
り
、
初

期
の
活
動
が
迅
速
に
で
き
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
。
幸
い
に
も
こ
の
地
域
の
水
道
が
止

ま
っ
た
の
は
１
日
で
助
か
り
ま
し
た
が
、
井

戸
水
な
ど
自
家
水
が
あ
る
家
を
調
査
し
、
台

帳
を
整
備
し
て
い
き
た
い
」
と
、
栗
原
町
会

長
は
、
今
後
の
課
題
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

東
染
町
自
主
防
災
会
は
今
回
の
避
難
・
連

絡
体
制
の
結
果
を
踏
ま
え
、
反
省
点
を
改
善

し
な
が
ら
、
非
常
時
に
備
え
更
な
る
万
全
の

体
制
を
整
え
て
い
く
予
定
で
す
。

各
地
で
自
主
防
災
会
が
発
足

地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
際
、
迅
速

で
効
率
的
な
活
動
を
行
う
た
め
、
平
成
22
年

度
に
次
の
地
区
で
自
主
防
災
会
が
発
足
し
ま

し
た
。

○
誉
田
地
区　

　
　
　

12
町
会

○
佐
竹
地
区　

　
　
　

５
町
会

○
郡
戸
地
区　

　
　
　

５
町
会

○
天
下
野
地
区　

　
　
　

６
町
会

○
高
倉
地
区　

　
　
　

４
町
会

災
害
発
生
時
、
消
防
や
警
察
な
ど
が
到
着

す
る
ま
で
の
間
、
初
期
段
階
に
お
い
て
救
護

活
動
、
初
期
消
火
活
動
な
ど
を
自
主
的
に
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

と
な
り
ま
す
。

市
第
５
次
総
合
計
画
で
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
本
市
内
で
は
現
在
、

１
２
４
町
会
の
う
ち
１
０
１
町
会
で
自
主
防

災
会
が
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
で
は
自

主
防
災
会
の
育
成
強

化
や
未
設
置
と
な
っ

て
い
る
23
町
会
に
つ

い
て
、
今
年
度
中
の

設
置
に
向
け
て
支
援

を
し
て
い
き
ま
す
。

市内各町会で整備されている自主防災会。

東日本大震災の発生後、その自主防災会が主体

となって、地域住民が互いに助け合う光景が、

各地で見られました。

その中で、東染町自主防災会をご紹介します。

［シリーズ］　

自主防災会
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生活関連情報生活関連情報　　　　　　　　　　　　　（5月 31日火午前 9時現在の市の状況をお知らせします）

公共・観光
施設の状況

◇ 金砂郷支所は、金砂郷保健センター（☎ 76-2111こどもセンター北側）へ移転しました。
◇ パルティホール大ホール、梅津会館会議室、郷土資料館分館、交流センターふじ、山吹運動公園市民体育館、
プラトーさとみは利用できません。

道路の状況

◇ 通行止め箇所の復旧見込み時期
   ○里川橋（国道 293号）…6月末　○幸久橋（旧国道 349号）…未定（余震の沈静化後に点検予定）  ○機初橋・
栄橋付近（県道日立笠間線）…6月末　○棚谷町地内（県道常陸太田那須烏山線）…7月以降

 ＊ 市道の陥没やひび割れなどを発見した場合は、建設課（内線209）または金砂郷産業建設課（☎
76-2117）、水府産業建設課（☎85-1116）、里美産業建設課（☎82-2768）までご連絡ください。

原子力関係

◇ 放射線測定数値　福島第一原子力発電所の事故による、常陸太田市を含む県内の放射線測定の数値は、
現在のところ健康に影響のあるレベルではありません。測定値は県のホームページで随時確認すること

ができます（測定ポイントは磯部町、真弓町、大里町）。

◇ 水道水の検査結果（5月 31日火現在）　市の水道水は、現在のところすべて安全です。
◇ 農畜産物等の状況　お知らせ版 6月 10日号をご覧ください。

幼稚園・保
育園

◇幼稚園・保育園保育料および放課後児童クラブ利用料金を減免します
　○対象　今回の震災により、住宅が半壊以上の損害を受けた方
　○ 減免内容　住宅全壊・大規模半壊は 6カ月分の保育料および利用料金を全額免除／住宅半壊は 6カ

月分の保育料および利用料金を半額免除　＊幼稚園は公立のみ対象。保育園保育料については、所得

が著しく減少となった方の減免もありますので、詳細はお問い合わせください。

　○ 必要書類等　減免申請書、り災証明書の写し
　問 幼稚園保育料　教育総務課（内線 561）
　　保育園保育料および放課後児童クラブ　子ども福祉課（内線 146）
申

温かいご支援、ありがとうございます。温かいご支援、ありがとうございます。
義
援
金

義
援
金　

太
田
小
学
校
（
昭
和

21
年
卒
業
）
同
窓
会
昭
珀
会　

５
万
円
／
渡
部
康
男（
天
神
林
町
）

１
千
円
／
ア
メ
ニ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ　

２
万
４
０
１
円

匿
名
の
方
７
件　

63
万
5
千
円

（（
55
月月
1212
日
〜
日
〜
2323
日
受
入
分

日
受
入
分

　

順
不
同
、
敬
称
略
）

　

順
不
同
、
敬
称
略
）

東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
か
ら
、

被
災
し
た
方
々
へ
の
支
援
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
市
民
の
皆
様
を

は
じ
め
全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん

の
義
援
金
や
支
援
物
資
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
お
気
持
ち
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
ま
ち

の
復
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

節電節電にご協力をお願いしますにご協力をお願いします
現在、震災によって電力の大幅な供給不足が想定されており、

電力需給のバランスが極めて厳しい状況にあります。特に、こ

れから夏の時期を迎え、冷房などの消費電力が激しくなること

から、より一層の節電が求められてきます。

市では、冷房の調節（設定温度 29℃にする）や、クールビ
ズの強化（５～ 10月の期間は清涼な軽装）、照明の消灯などを
行うことで、公共施設の昨年の夏の最大電力使用量の 20％を
削減します。市民の皆さんも 15％削減を目指して、ご家庭や
職場で節電へのご協力をよろしくお願いいたします。

― 電気使用量を削減する工夫 ―
○ エアコンは設定温度を 1℃上
げることで 10％削減！

○ 冷蔵庫は強度を「強」から
「中」に変更すると平均で

11％削減！

○ パソコンを一時的に使用しな
いときは、モニタ電源オフで
はなく、スタンバイ機能を使
用すると、デスクトップは
15％、ノートは 9％削減！

義
援
金
累
計

義
援
金
累
計

　　

２
千
２
６
０
万
１
９
５
４
円

２
千
２
６
０
万
１
９
５
４
円

支
援
物
資

支
援
物
資　

リ
ス
ト
ラ
ン
テ
勘
十

郎
／
自
由
民
主
党
本
部

特 集
市民の皆さんと行政が

共にまちを考え、行動し、創っていく、市民協働のまちづくり
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常
陸
太
田
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
会
の
設
立

環
境
と
放
射
線
（
能
）
に
つ
い
て
の
講
演
会

５
月
19
日
、「
環
境
と
放
射
線

（
能
）‐
原
子
力
災
害
と
そ
の
影
響

‐
」
と
題
し
た
講
演
会
が
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
は
㈳
常
陸
太
田
青
年
会

議
所
が
主
催
し
た
も
の
で
、
講
師

に
㈶
海
洋
生
物
環
境
研
究
所
の
渡

部
輝
久
研
究
参
与
を
迎
え
、
放
射

線
の
基
礎
知
識
や
被
ば
く
の
様
態
、

人
体
へ
の
影
響
な
ど
、
詳
し
い
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

放
射
能
問
題
は
、
今
最
大
の
心

配
事
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加

者
は
皆
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

５
月
９
日
、
常
陸
太
田
市
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
会
の

設
立
総
会
が
、
総
合
福
祉
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
体
操
を
通
し
て
、
介

護
予
防
の
促
進
や
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く

団
体
で
、
市
内
で
活
動
す
る
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
3

団
体
が
今
回
一
本
化
さ
れ
た
も
の

で
す
。
会
長
に
は
根
本
孝
行
さ
ん

が
就
任
し
、
支
部
は
５
つ
。
会
員

は
１
８
０
人
で
、
そ
の
内
１
級
指

導
士
が
４
人
、
３
級
が
１
７
６
人

い
ま
す
。

同
会
は
、
地
域
で
の
体
操
教
室

で
の
指
導
、
市
主
催
の
い
き
い
き

健
康
運
動
教
室
や
リ
ハ
ビ
リ
教
室

へ
の
協
力
や
、
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

管
理
者
で
県
立
医
療
大
名
誉
教
授

の
大
田
仁
史
さ
ん
が
考
案
し
た
、

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
普
及

に
努
め
ま
す
。

豊
後
国
二
孝
女
顕
彰
会
が
設
立

江
戸
時
代
、
巡
礼
の
旅
の
途
中

病
に
倒
れ
た
父
を
心
配
し
て
、
豊

後
の
国
（
現
在
の
大
分
県
）
か
ら

青
蓮
寺
（
東
連
寺
町
）
ま
で
約

１
２
０
０
キ
ロ
を
訪
ね
歩
い
て
迎

え
に
来
た
姉
妹
の
実
話
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
、
顕
彰
会
の
設
立
総

会
が
同
寺
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
話
は
資
料
に
基
づ
き
調

査
を
重
ね
、
6
年
前
に
突
き
止
め

ら
れ
た
ば
か
り
の
も
の
で
、
父
を

思
う
娘
の
強
い
意
志
が
、
再
会
を

実
現
さ
せ
た
と
い
う
感
動
の
物
語

で
す
。

二に
こ
う
じ
ょ

孝
女
顕
彰
会
の
櫻
井
正
美
会

長
は
あ
い
さ
つ
で
「
親
孝
行
の
史

実
を
、
こ
こ
か
ら
広
め
て
い
き
た

い
」
と
、
こ
の
会
の
設
立
と
今
後

の
活
動
に
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

同
会
で
は
大
分
県
臼う
す
き杵
市
の
郷

土
歴
史
グ
ル
ー
プ
と
研
修
な
ど
を

通
し
て
交
流
を
深
め
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
広
く
伝
え
る

活
動
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

ＩＯＰＩＣＳCity events Hitachiota
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ひたちおおたの

情報局 エコエコエコエコ
問環境政策課（内線 110）

SUPPORT  YOUR  ECO EC♡  LIFE

第
24
回
巨
木
を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介

10
月
29
日
土
・
30
日
日
に

パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
る
「
第
24
回
巨
木
を
語
ろ

う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム  

茨
城
・

常
陸
太
田
大
会
」
は
、
環
境

の
指
標
と
し
て
の
巨
木
を
育

み
保
護
す
る
心
と
、
今
後
の

課
題
へ
の
対
応
に
寄
与
す
る

た
め
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会

じ
ゃ
。

茨
城
県
は
巨
樹
数
で
全
国

２
位
で
あ
り
、
巨
樹
の
多
様
性

等
か
ら
み
て
巨
樹
王
国
と
い
え

る
ぞ
。

本
市
に
も
天
然
記
念
物
の
巨

樹
が
多
く
あ
り
、
本
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
方
に

本
市
の
豊
か
な
自
然
を
Ｐ
Ｒ
す

る
絶
好
の
機
会
じ
ゃ
の
う
。

今
月
は
、
あ
と
４
カ
月
あ
ま
り

と
迫
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
概
要
を
紹
介
す
る
じ
ゃ
。

プログラム概要
10月 29日土
○巨樹・巨木の会総会（9：30～）
　一般見学可

○ 体験コーナーまつぼっくりのお人形さんづくり
（10：00～ 12：00）
○フォーラム 1部（13：30～）
○フォーラム 2部（15：20～）
　▽竜馬ミニコンサート

　▽パネルディスカッション

○ アトラクション・各県団体発表交流会（17：30～）
○巨樹関係写真展（9：30～ 16：00予定）

10月 30日日　　
○巨樹めぐりツアー

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で

節
電
！

節
電
！

◇ 

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
？　

ア
サ
ガ
オ
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
、
つ

る
性
の
植
物
を
使
っ
て
作
る
自

然
の
カ
ー
テ
ン
で
す
。
窓
か
ら

入
り
込
む
日
差
し
を
さ
え
ぎ
っ

て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
見
た
目

に
も
涼
し
げ
で
す
。

◇ 

効
果　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

設
置
す
る
と
、
約
3
℃
室
内
温

度
が
下
が
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
葉
の
蒸
散
作
用
で
涼
し

い
風
が
流
れ
込
む
だ
け
で
な
く
、

建
物
の
外
側
に
カ
ー
テ
ン
を
作

る
こ
と
で
、
建
物
自
体
が
熱
を

も
つ
こ
と
を
や
わ
ら
げ
る
効
果

も
期
待
で
き
ま
す
。

　

 

そ
れ
に
よ
り
電
気
代
の
節
約
、

消
費
電
力
の
抑
制
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
な
り
ま
す
。

◇ 

作
り
方
と
お
す
す
め
植
物　

① 

プ
ラ
ン
タ
ー
に
苗
を
植
え
る
。

つ
る
が
の
び
て
き
た
ら
ネ
ッ
ト

に
這
わ
せ
る
よ
う
に
巻
き
つ
け

る
。

② 

ネ
ッ
ト
は
上
部
を
軒
下
な
ど
に

止
め
具
で
取
り
付
け
る
。
下
部

は
く
い
や
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
に
結

ん
で
固
定
す
る
。

　

 　

ア
サ
ガ
オ
、
ゴ
ー
ヤ
の
ほ
か
、

ヘ
チ
マ
や
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
、
フ
ウ

セ
ン
カ
ズ
ラ
な
ど
の
つ
る
性
植

物
が
適
し
て
お
り
、
葉
が
大
き

い
も
の
の
ほ
う
が
遮
光
効
果
が

あ
り
ま
す
。

◎ 

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
成
長
過
程

や
、
花
や
実
の
な
る
様
子
を
観
察

す
る
な
ど
、
家
庭
や
職
場
、
学
校

な
ど
で
楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

水府小水府小

瑞竜小瑞竜小
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5月 21日、佐竹寺をはじめ多くの史跡に恵まれた天神林町（小林
啓徳町会長）で、地域住民７人が参加して、町内の猪

い の で
手・協

きょうわ
和地区

内のお宝（地域資源）への案内板を設置しました。

案内板には、甲子供養塔や如意輪念仏石像、巡礼坂など町内のお宝

までの距離や方角などが記されています。今回設置した 5カ所で、
天神林町内では全 25カ所に案内板が設置されたことになり、今後
更なる地域資源の利活用が期待されます。

5月中旬、赤土町の自然豊かな景観の中で、真っ赤な絨
じゅうたん
毯を

広げたようにクリムソンクローバーの花が満開になりました。

この花は、「常陸秋そばの郷まもりたい」（海老根信夫代表）

が約 50アールの耕作放棄地に、ソバ栽培の地力回復のため
緑肥として植えたもので、クリムソンクローバーを「赤土町

の花」として育て、耕作放棄地の再生や里山の景観保全に役

立てようとするものです。

クリムソンクローバーの畑は 5月 22日にソバ栽培に向けて
耕され、秋には真っ白なそばの花が一面に広がります。

元気な地域づくりのために、お宝マップ・将来構想づくりに取り組んでいる棚谷町

（平山義光町会長）で、4月に新たなお宝が見つかりました。地域の方のお宅の裏側
に立つ木から、咲くこともない桜が咲いていたのです。

地域の方に話を伺うと「おそらく野鳥が桜の実を運んできたからではないか」との

こと。何気なく見過ごしていた景色も、お宝探しを通じて更なる地域資源を見つけ

ようとする思いが、今回の「小さな桜」につながったもの。

３月の東日本大震災により、棚谷町は大きな被害を受け、いまだに道路が寸断され

ている所もありますが、この小さな春の訪れが地域の方々を元気づけ、地域の宝と

して大切にされていくことでしょう。

今
月
は
白
羽
町

来月は白羽町の

「わ」つながりで、

和久町さんにお

願いします。

しらわ

白羽町の天
あ ま の し ら は

志良波神社の東にある
松
まつくらさん

倉山中腹に観音堂があり、毎月 17日
を供養の日として、班ごとの交代で堂
内を掃き清め、町内の安全・繁栄を祈っ
ています。
清水寺の名前の由来は今から約 1200
年前、坂

さかのうえのたむらまろ

上田村麻呂が奥州征伐の途中
で里川の堤から松倉の山々を眺めた際
に、「京都の東山に似ている。清水まで

紹介者紹介者　
白羽町
渡邉 一雄 さん

も我々の疲れ治してくれる」と言って喜んだそうです。
その後、元禄 5年（1692）に水

み と ぎ こ う

戸義公（徳川光圀公）により松倉山大
聖院清水寺が建立されました。境内北側には光圀公が清水を手ですくって
飲まれたという「水のみ場」があり、その記念碑が建っています。
観音堂本尊は千手観音であり、天台宗大聖院があった場所で、江戸時代
には水戸藩三十三観音の一つに選ばれ、多くの参拝者で賑わったと伝えら
れています。今でも地蔵や観音が数多く見られ、その歴史を物語っています。

松倉山清水寺（観音堂）松倉山清水寺（観音堂）

わぐ

 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）
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私
の
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動

に
よ
る
健
康
法
紹
介

○ 

水
平
足
踏
み
で
健
康

　
　

 

山
崎　

直
文
さ
ん

   　
　
　
　
（
76
歳
・
亀
作
町
）

　
　私

は
毎
晩
「
水
平
足
踏
み
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
役
の
頃
は
山

登
り
を
し
て
い
て
足
腰
に
は
自
信

が
あ
り
ま
し
た
が
、
定
年
を
過
ぎ

て
ケ
ガ
や
病
気
を
し
て
し
ま
い
、

健
康
の
大
切
さ
を
思
い
知
り
ま
し

た
。そ

こ
で
「
健
康
は
足
か
ら
」
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
足
腰
を
鍛
え

る
運
動
を
や
ろ
う
と
考
え
ま
し

た
。
た
だ
、
家
内
の
介
護
が
あ
り
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
屋
外
に
長

健
康
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

Health and
 Sport 

今
月
の
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
は

６
月
29
日
水
で
す

個
人
、
家
族
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
取
り
組
み
、

楽
し
ん
で
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
山
吹
運
動
公
園
市
民
体
育
館
内

☎
73
‐
０
０
９
０
／

FAX 

73
‐
１
２
３
０ 

月
曜
・
祝
日
は
休
）

時
間
出
て
の
運
動
が
難
し
い
た
め
、

自
宅
で
気
軽
に
で
き
る
こ
の
「
水

平
足
踏
み
」
を
健
康
雑
誌
で
見
つ

け
実
践
し
始
め
ま
し
た
。

継
続
が
苦
手
な
私
で
も
、
こ
の

運
動
に
取
り
組
ん
で
か
ら
6
年
間

毎
日
行
う
こ
と
が
で
き
て
お
り
、

今
で
は
１
日
に
年
齢
の
約
２
倍
で

あ
る
１
５
０
回
（
３
０
０
歩
分
）

の
足
踏
み
を
し
て
い
ま
す
。

水
平
足
踏
み
を
始
め
て
か
ら
、

こ
の
年
に
な
っ
て
も
人
並
み
以
上

だ
と
自
負
で
き
る
程
の
筋
肉
が
つ

き
、
腰
痛
や
肩
こ
り
も
な
く
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
私
独
自
の
工
夫
と
し
て

１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
売
っ

て
い
る
足
つ
ぼ
マ
ッ
ト
の
上
で
行

い
、
足
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
効
果

も
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

現
在
元
気
に
生
き
て
い
ら
れ
る

の
は
、
こ
の
水
平
足
踏
み
運
動
の

お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
水
平
足
踏
み
と
は
？
】

背
筋
を
伸
ば
し
、
太
も
も
を
地
面
と

水
平
に
な
る
ま
で
あ
げ
て
足
踏
み
を
す

る
運
動
。
道
具
も
場
所
も
要
ら
ず
、
少

し
の
時
間
で
筋
力
・
持
久
力
ア
ッ
プ
の

他
に
も
腰
痛
予
防
や
脂
肪
燃
焼
効
果
な

ど
も
期
待
で
き
る
。

山
崎
さ
ん
に
よ
る
と
「
こ
れ
か
ら

や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
方
は
、
最
初
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
難
し
い
の
で
物
に

つ
か
ま
っ
て
や
る
こ
と
、
少
な
い
回
数

か
ら
始
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
」
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

大
勢
の
市
民
が
参
加
し
た

　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

健
康
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
は
、
運
動
習
慣
づ
く
り
の

定
着
化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

1
日
15
分
以
上
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

を
行
う
こ
と
で
、
健
康
な
生
活
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

５
月
25
日
に
行
わ
れ
た
今
年

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
山
吹
運

動
公
園
市
民
体
育
館
が
震
災
の
影

響
で
使
用
で
き
な
い
た
め
、
屋
外

中
心
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
山

吹
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
体
験
教
室
や
親
子

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
体
験
教
室
で
は
、

鯨
ヶ
丘
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
大
森

さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
正
し
い
靴

の
履
き
方
や
正
し
い
歩
き
方
な
ど

を
体
験
者
に
教
え
ま
し
た
。「
正
し

く
歩
く
た
め
に
は
、
自
分
の
歩
数

や
歩
幅
を
知
る
こ
と
が
大
切
。
正

し
く
歩
く
と
疲
れ
ず
長
く
歩
く
こ

と
が
で
き
、
健
康
に
も
つ
な
が
り

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

園児たちの体操

グラウンド

ゴルフ

ウオーキング体験教室
フライング

ディスク
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震
災
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

【
相
談
事
例
】

新
聞
の
チ
ラ
シ
で
見
つ
け
た
業

者
に
、
震
災
で
壊
れ
た
住
宅
の
修

理
を
依
頼
し
た
。
見
積
書
に
は
、

修
理
代
金
50
万
円
だ
と
書
い
て

あ
っ
た
。
し
か
し
、
施
工
後
70
万

円
の
請
求
書
が
届
き
「
思
っ
た
以

上
に
修
理
の
部
分
が
多
か
っ
た
た

め
金
額
が
上
が
っ
た
」
と
説
明
さ

れ
た
。
請
求
さ
れ
た
と
お
り
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
？

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

高
額
な
代
金
を
請
求
さ
れ
た
場

合
に
は
、
業
者
に
請
求
内
容
の
明

細
の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

契
約
し
た
覚
え
の
な
い
施
工
に
つ

い
て
は
支
払
い
義
務
が
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

業
者
の
説
明
を
そ
の
ま
ま
信
じ

て
そ
の
場
で
契
約
し
な
い
こ
と
が

重
要
で
す
。
必
ず
複
数
の
業
者
か

ら
見
積
も
り
を
と
り
、
十
分
検
討

し
た
上
で
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

強
引
な
勧
誘
を
受
け
て
も
、
急

い
で
契
約
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
既
に
契
約
し
て
し
ま
っ

た
場
合
で
も
、
訪
問
販
売
で
あ
れ

ば
、
契
約
書
を
も
ら
っ
て
か
ら
８

日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で

き
ま
す
。
強
引
な
勧
誘
を
受
け
た

場
合
に
は
、
契
約
の
取
消
し
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
の
相
談
事
例
】

○ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
購
入
し
た

放
射
線
測
定
器
が
届
か
な
い
。
業
者

に
連
絡
が
つ
か
ず
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
も
休
止
に
な
っ
て
い
る
。

○ 

古
物
商
を
名
乗
る
業
者
か
ら
、「
被

災
地
の
医
療
器
具
に
使
う
金
・
銀
が

不
足
し
て
い
る
た
め
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

な
ど
の
貴
金
属
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
を

買
い
取
り
た
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
70
‐
１
３
２
２
）

IInfornformmationation

久
慈
の
杜
１
０
０
㎞
徒
歩
の
旅

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
小
学
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
小
学
生

久
慈
の
杜
１
０
０
㎞
徒
歩
の
旅

は
、
小
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
常

陸
太
田
市
・
常
陸
大
宮
市
・
大
子

町
の
３
市
町
、
１
０
０
㎞
の
道
の

り
を
、
４
泊
５
日
を
か
け
て
自
分

の
足
で
歩
き
ぬ
く
体
験
型
青
少
年

育
成
事
業
で
す
。

こ
の
試
練
を
自
分
の
力
で
乗
り

越
え
る
こ
と
で
、
何
事
も
や
れ
ば

で
き
る
と
い
う
強
い
精
神
力
が
宿

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

■
と
き　

８
月
７
日
日
〜
11
日
木

■ 

行
程　

常
陸
太
田
市
〜
常
陸
大

宮
市
〜
大
子
町
〜
常
陸
太
田
市

■ 

対
象
者　

小
学
４
〜
６
年
生

（
50
人
予
定
）

■ 

参
加
費　

２
万
３
千
円
（
三
度

笠
、
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
記
録
ビ

デ
オ
、
保
険
、
事
業
行
程
中
の

食
事
代
な
ど
）

■ 

申
込
方
法　

市
内
各
小
学
校
で

配
布
さ
れ
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

６
月
24
日
金

問 

㈳
常
陸
太
田
青
年
会
議
所

「
久
慈
の
杜
１
０
０
㎞
徒
歩

の
旅
」
団
長　

稲
田
昌
孝

　

 

０
９
０
‐
４
７
３
１
‐

５
７
９
７

　

m
-inada@

h2.dion.ne.jp
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第４回



15

　行政相談委員の皆さんを
　ご紹介します
行政相談委員は、行政サービスについての苦情

や行政の手続きに関する相談を受け、助言や関係
機関に連絡し解決を図る仕事をしています。
相談の受付は、委員の担当地区ごとに行います

が、日時や場所については「ひたちおおたお知ら
せ版」でお知らせします。
なお、総務省茨城行政評価事務所（水戸市北見

町 1‐11　☎ 029‐221‐3347）でも相談を行っ
ていますのでご利用ください。相談は無料で、秘
密は厳守します。

こんにちは、「広報かかりちょ」です。今月号より、広報紙を読んでいただいている市民の皆さん

との距離を縮めたいと思い、このコーナーをスタートしました。広報紙編集の舞台ウラなど書いて

いきたいと思います。広報担当２年目を迎え、皆さんに手にとって読んでもらえる広報を目指し努

力しておりますが、日々伝えることの難しさを実感しております。

イベントで広報の腕章をつけて人ごみをかき分け「前の太ってるやつ邪魔だ」と言われながら写真

を撮っている人を見かけましたら、ぜひお声をかけてください。

毎月第３日曜日は家庭の日

あたたかい ホカホカご飯と みんなの笑顔

　［小学生の部］太田小 6年　海老原 弥南
　　　（受賞時）

平成 22年度常陸太田市家庭の日推進募集標語 優良賞

パルティホールロビーコンサート
小さな音楽会２０１１
市民の皆さんに気軽に音楽芸術に触れていただくた

め、休日の午後のひとときに入場無料のロビーコン

サートを開催いたします。

平成 23年度は 8回の開催を予定しています。心に
響く美しい演奏をお楽しみください。

パルティホールは音楽活動をしている皆さんを応援

しています。出演者の募集も行っていますので、詳し

くはパルティホールまでお問い合わせください。

♪とき　7月 10日日　午後 0時 40分～
♪  内容　第 1回「クラリネットと弦楽の豊かな調べ」
　演奏予定曲：モーツァルト クラリネット五重奏ほか
♪ 出演者　アンサンブルクローバー　黒沢文博（クラ
リネット）、川又輝美（チェロ）、林明（ヴィオラ）、

川又くみこ（ヴァイオリン）、川又明日香（ヴァイ

オリン）

問パルティホール（☎73-1234）

常陸太田地区

大谷利行 氏
☎ 73‐0333

金砂郷地区

和田政一 氏
☎ 76‐3312

水府地区

川上悦代 氏
☎ 85‐1022

里美地区

石井俊司 氏
☎ 82‐2856

♪♪サートート１１

消防職員の定期人事異動
（4月 1日付　カッコ内は旧）

◎ 課長級　消防課長　袴塚孝一（北消防署長）／
南消防署長　大畠辰夫（消防課長）／北消防署
長　福田智光（南消防署副署長）
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まちの話題をお寄せください。

情報政策課（内線 303・304） まちの話題 my town news 

今年も 5月 15日に西河
内中町の水田に東京や神

奈川の「早稲田塾」から、

大勢の学生たちが集まり、

田植えを行いました。

田植えは、同塾の人材育

成プログラムの一環とし

て行われているもので、

参加した学生たちは、地元住民のサポート会による

指導を受けながら、交流を深めました。

今年新たに参加した高校生たちは、「田んぼの泥の

感触が何とも言えず新鮮です」「意外と重労働で腰

が痛いです」「田んぼの中でバランスを保つのが難

しい」と言いながら夢中で苗を植えていました。

松栄町下新地にある春日神社は、３月１１日の地震

により損害を受け、本殿や拝殿が崩れかかっていま

す。そのため、地域の歴史資源をなんとか形として

残しておきたいと、地域で復興委員会（島根武明会

長）を組織。地域の少子高齢化により、約３０年近

く社の拝殿に保管されたままの神輿を、民俗資料と

していったん市に寄託することにしました。

５月１６日に担ぎ出された神輿は、市文化課の協力

を得て旧法務局

に運ばれました。

復興委員会では

今後神社の復興

に取り組んでい

きます。

４月 17日～ 29日、薬谷町会（鈴木馨町会長）では、
休耕田に看板や柵を整備し、ホタルの里づくりを行

いました。また、5月 8日には子供会、老人会が一
緒になって、たくさんの花の苗を植えました。今後

は町内の老人会や子供会などが協力して、除草など

の環境整備を行っていく予定です。

「小さなホタルの光が、大きな希望の光になるように

…」ホタルが飛び交う季節を、地域の住民みんなが

心待ちにしてい

ます。

真夏のような気温と見事に晴れ渡った空に恵まれた 5
月 21日、大方町（多賀谷謙豊町会長）で、三世代交
流事業田植体験が行われました。

この催しは、老人会（仲田博会長）が中心となって子

供会、大友会の方々と一緒に田植えを通じて交流を深

めようというもので、今年で２回目。大方町地内の休

耕田の一部を利用し、子どもと大人が一緒になって苗

を植えていきまし

た。

今後は、秋に収穫

祭を開催するなど

交流事業を行って

いく予定です。

久米町の嶋根輝子さんのお宅では、毎年

咲き誇る鉢植えのクンシランが、今年も

４月下旬に見事な花を咲かせました。ま

た増井町の本多技研さんのお宅では、５

月中旬に藤の花が一面に咲き誇り、道行

く人たちを楽しませました。

震災の中でも、美しい花々は元気に花を

咲かせ、人々を勇気づけているようです。
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常
磐
線
と
水
戸
線
の
電
車
の
運

転
士
を
し
て
い
ま
す
。
就
職
し
て

す
ぐ
に
運
転
士
と
し
て
働
け
た
訳

で
は
な
く
、
駅
員
や
車
掌
を
経

験
し
た
後
に
運
転
士
試
験
を
受

験
。
合
格
後
に
見
習
い
期
間
を
経

て
、
昨
年
12
月
に
晴
れ
て
運
転
士

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

運
転
士
に
な
る
こ
と
は
小
学
生

の
と
き
か
ら
の
夢
で
、
当
時
、
水

郡
線
の
職
場
見
学
で
列
車
に
乗
っ

た
と
き
に
「
カ
ッ
コ
イ
イ
！
」
と

思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

正
確
な
時
間
に
運
行
で
き
る
よ

う
時
間
管
理
と
自
分
の
体
調
管
理

は
特
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
普
通

列
車
の
運
転
で
2
時
間
半
位
の
乗

務
に
な
る
と
き
は
、
ト
イ
レ
に
行

き
た
く
な
る
こ
と
を
考
慮
し
、
事

前
の
飲
食
物
に
は
と
て
も
気
を
使

う
ん
で
す
よ
。

無
事
に
終
着
駅
に
つ
い
て
お
客

さ
ま
が
降
り
て
い
く
姿
を
見
る
と

ホ
ッ
と
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
だ

け
多
く
の
人
を
乗
せ
て
き
た
と
い

う
達
成
感
で
溢
れ
ま
す
。

ま
た
列
車
の
運
転
中
、
線
路
沿

い
で
親
に
連
れ
ら
れ
た
お
子
さ
ん

が
列
車
に
向
か
っ
て
手
を
振
っ
て

く
れ
た
と
き
、
自
分
が
運
転
士
に

な
り
た
い
と
夢
を
持
っ
た
瞬
間
の
こ

と
を
、
ふ
と
思
い
出
し
、
運
転
士
と

し
て
の
や
り
甲
斐
を
感
じ
ま
す
。

安
全
で
安
定
し
た
列
車
の
運
転
が

で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と

経
験
を
積
み
自
分
の
知
識
や
技
能
を

高
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
先
輩
の
よ
う

な
運
転
士
に
な
る
こ
と
が
、
私
の
新

し
い
夢
で
す
。

秋 山 敬 一 さん（玉造町）

Akiyama  Keiichi

Vol.22

がんばってる若者   募集中！
　対象　市内で働いている若者
　　　　市外で働いている若者（市民に限ります）  
　  問　  情報政策課広報広聴係（内線 303・304）

かもめぐみ
ちゃん（5才）

「お遊戯室のはしごの橋の下にワニがいたらすごい

よね」と、3人で作りました。ガムテープの上に模様
をつけるところと歯が難しかったけど、うまくでき

てよかったです。はやく、みんなで遊んでみたいなあ。

真ん中に折り紙で

作った四葉のクロー

バーをはった、春の絵

です。回りに花やてん

とう虫の絵を描くのが

たいへんでした。

将来の夢は、おかあ

さんになりたいです。

今月から市内各幼稚園・保育園の園児たちの様々な作品

を掲載していきます。今月は です。

つばめぐみ
くん（6才）

つばめぐみ
くん（5才）

かもめぐみ
くん（5才）



スタート

ゴール

２時間
コース

１時間
コース

増井町の瑞竜霊園の駐車場から西に少し下ると広場に出ます。近くに水洗のトイレも水道もあり、歩きやすい遊歩

道が整備され、ゆっくりと自然探索が楽しめます。

平成２０年度から県が導入した森林湖沼環境税を活用した身近なみどり整備推進事業により整備され、住民の皆さ

んの提案により周辺の森林をきれいにしたり、自然活動体験の場となっています。

また、遊歩道の他に初心者用から上級者用までビックリするほど多彩なＭＴＢ（マウンテンバイク）のコースが整

備され、全国規模の大会が年２回開かれ、市外から大勢の方が訪れています。マウンテンバイク好きな方にもおス

スメです。途中ときわ路と自然休養村管理センターを過ぎた辺りで、ちょっと寄り道をすると正宗寺で佐々助三郎

の墓などを見ることができます。ベンチも要所要所に設置してあり、疲れたときに休息をとることができます。

今月から、市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコー

スを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さん

もぜひ歩いてみませんか。

（増井町：瑞竜霊園・ときわ路周辺）（増井町：瑞竜霊園・ときわ路周辺）

森の中にアスファルト
の遊歩道が続く

大きな芝生広場

MTB各種コースの案内板

入り口にある案内板

表紙に
よせて

発行　常陸太田市 /編集　情報政策課 〒 313-8611常陸太田市金井町 3690
  ☎ 72-3111（内線 303・304）　Fax72-3002　

＊広報ひたちおおたは市のホームページでもご覧になれます

　URL http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/

5月 21日に大方町で開催された「三世代交流事業田植体験」の１コマです。ぬかるんだ水田に恐る恐る足を踏
み入れる子どもたちを、地域の方々みんなで見守っています。（関連記事を 16ページのまちの話題に掲載）


